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要旨
熊谷知子
大阪の出版社「プラトン社」は、化粧品会社「中山太陽堂（現、クラブコスメチックス）」
を母体とし、大正末期から昭和初期にかけての約 6年間で雑誌 3冊（『女性』、『苦楽』、『演
劇・映画』）と文芸書 26冊を発行した。奇しくもプラトン社創設の翌年に生じた関東大震
災の影響により、東京の作家たちが大阪に身を寄せたことで誌面はいっそう充実した。
小山内薫 (1881-1928) は、早くも明治後期より中山太陽堂に関係しており、明治 45
年 (1912)から翌年にかけてヨーロッパに洋行した際には中山太陽堂が援助をしたとも言
われている。小山内は松竹を離れた大正 11年 (1922) にプラトン社の顧問となり、編集
や執筆に携わった。しかし、大正 13年 (1924) 6月の築地小劇場設立の直前の時期とい
うことから、プラトン社に関わった時期は「絶望」の日々であったと考えられがちで、こ
れまで十分に顧みられてこなかった。
本稿では、化粧品会社と演劇の関係が深かったことに着目しながら中山太陽堂とプラト
ン社の事業について確認した後で、これらの会社と小山内薫の関係と彼の大阪時代につい
て述べる。そして最後に、雑誌『女性』、『苦楽』、『演劇・映画』における小山内の著作を
整理する。
なお、本稿は今後の研究発表や論文執筆に向けた現段階の調査報告であり、研究ノート
である。
キーワード：小山内薫、プラトン社、中山太陽堂
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はじめに
大阪の出版社「プラトン社」は、化粧品会社「中山太陽堂（現、クラブコスメチックス）」
を母体とし、大正 11年 (1922)の創業から昭和 3年 (1928)の廃業にわたる約 6年間に、
雑誌 3冊（『女性』、『苦楽』、『演劇・映画』）と文芸書 26冊を発行した。プラトン社創設
の翌年、大正 12年 (1923) 9月 1日に生じた関東大震災の影響により、東京の作家たち
が大阪に身を寄せたことで誌面はいっそう充実し、プラトン社の活動については、その多
彩な執筆者たちによる小説、戯曲、評論、エッセイの内容のみならず、山六郎や山名文夫
による挿絵やレタリングなど、現在でもさまざまな観点から論じられている。
プラトン社に関しては、すでに小野高裕・西村美香・明尾圭造『モダニズム出版社の光
茫ープラトン社の一九二0年代』（淡交社、 2000年）における詳細な研究があるほか、『女
性』復刻版第 48巻（日本図書センター、 1993年）の、津金澤聡廣、山本洋、小山静子に
よる解説も詳しく、本稿もこれらの先行研究に負うところが大きい。それに加えて今日で
は『女性』と『演劇・映画』は復刻版も刊行され、調査がしやすい状況になっている。
小山内薫 (1881-1928) は、早くも明治後期より中山太陽堂に関係しており、明治 45
年 (1912)から翌年にかけてヨーロッパに洋行した際には中山太陽堂が援助をしたとも言
われている。その後、松竹を離れた大正 11年 (1922) にプラトン社の顧問となり、編集
や執筆に携わった。本稿で扱う中山太陽堂およびプラトン社の活動と小山内の関係につい
ては、下記の「略年表」にまとめた。
プラトン社に関する研究において小山内薫の存在は大きく、雑誌に執筆した顔触れや編
集に携わった人員への影響から、実際に彼がどのような働きをしたか、ということを小山，
内薫研究の立場からも検証しなければならないだろう。しかし、大正 13年 (1924) 6月
の築地小劇場設立の直前の時期ということから、プラトン社に携わった時期は小山内にと
って「絶望」の日々であったと考えられがちで、これまで十分に顧みられてこなかったと
言える。
また、第 3章で詳述するように、小山内はプラトン社の雑誌に一時は毎号のように著作
を発表していたが、それらのほとんどが小山内薫の全集『小山内薫全集』（全 8巻、春陽
堂、 1929-1932年）、菅井幸雄編『小山内薫演劇論全集』（全 5巻、未来社、 1964-1968 
年）に収録されていない。その上、『小山内薫演劇論全集』第 5巻巻末の「著作目録」お
よび昭和女子大学近代文学研究室『近代文学研究叢書』第 30巻（昭和女子大学光葉会、
1969年）の「小山内薫著作年表」から漏れているものや、誤って記述されているものもあ
るため、彼がプラトン社に発表した著作を今一度確認する必要がある。
今回は、まず化粧品会社と演劇の関係が深かったことに着目しながら中山太陽堂および
プラトン社の概要について確認した後で、小山内との関係と彼の大阪時代について述べる。
そして最後に、プラトン社に小山内が発表した著作を一覧にして整理したい。なお、本稿
は今後の研究発表や論文執筆に向けた現段階の調査報告である。
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■略年表l
中山太陽堂・プラトン社の動き 小山内薫と中山太陽堂・プラトン社の関係
明治 36年 神戸市で中山太ーが化粧品雑貨卸業を
(1903) 始める。商号「中山太陽堂」。
明治 38年 大阪市東区南御堂前に大阪支店を開設、
(1905) 化粧品製造業の準備を始める。
明治 39年 クラブ洗粉発売、大ヒット。三越呉服店
(1906) にタイアップ広告を出す。
明治 43年 京橋区五郎兵衛町に東京支店を開設。
(1910) 
明治 44年 クラブデー始まる。以後、歌舞伎、新派、 この頃より中山太陽堂東京支店広告部
(1911) 新劇などの観劇会や割引を実施。 に関係。
明治 45年 ～翌大正 2年 (1913)の欧朴I外遊の資金
(1912) の大半を中山太陽堂に援助される。
大正 4年 宣伝キャンペーン「お手軽化粧法」懸賞
(1915) 募集で長谷）, 時雨とともに評者をつと
める。
大正 7年 文具部を新設。
(1918) 
大正 9年 松竹キネマ入社、中山太陽堂と関係を切
(1920) る。
大正 11年 5月、プラトン社創設、雑誌『女性』創 松竹退社、中山太陽堂と復縁。プラトン
(1922) 刊。 社の顧問となる。
大正 12年 (1923)9月 1日、関東大震災発生
大正 12年 関東大震災により作家の関西移住が続 10月、関東大震災により大阪・悲田院
(1923) く。直木三十五（当時「三十二」）と川 の中山家別荘に移住。『女性』『苦楽』の
口松太郎入社。 12月、プラトン社より 編集、執筆を担当。
雑誌『苦楽』創刊 (1924年 1月号）。
大正 13年 6月、築地小劇場設立。東京に戻る。
(1924) 
大正 14年 2月、直木三十五退社。
(1925) 
大正 15年 1月、プラトン社より雑誌『演劇・映画』
(1926) 創刊 (8月廃刊）。 9月、）I[口松太郎退社。
昭和 2年 『女性』『苦楽』の編集部を東京に移す。 この頃までプラトン社の雑誌に執筆。
(1927) 
昭和 3年 5月、メインバンクである加島銀行の破 12月 25日、死去 (47歳）。
(1928) 綻によりプラトン社活動停止。『女性』
『苦楽』廃刊。
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1 . 中山太陽堂およびプラトン社について
(1) 化粧品会社、中山太陽堂の事業
まず、 プラトン社という出版社について触れる前に、 母体である化粧品会社、 中山太陽
堂とはどのような会社だったのか、 ということについて、 ごく簡単ではあるが確認してお
きたい。現在のクラプコスメチックスの前身である中山太陽堂の創業は、明治 36年 (1903)
に当時 21歳であった中山太一 (1881-1958) が神戸で始めた化粧品卸売業に遡る。 その
後、 大阪に拠点を移した中山は化粧品の製造にも乗り出し、 明治 39年 (1906) に売り出
した自社製品 「クラブ洗粉」 の成功で世に名を知らしめることとなる。 この 「クラブ」 の
名称は、 「口にしやすく、 耳にモダンな響きを与えるもの」 として選ばれたといい、 「クラ
ブ」 および 「CLUB」の文字を含むシンボルマーク 「双美人」 の商標が登録されたのもこ
の年であった。 2
そして中山太ーは、 当時は舶来物の化粧品しか取り扱っていなかった三越呉服店の店頭
に 「クラブ洗粉」 など日本製の化粧品を置く契約を成功させたことを皮切りに、
タイアップ広告を展開した。 このような販売戦略の巧みさから中山は「広告王」
三越との
とも呼ば
れ、新聞や雑誌の広告のみならず、輸入車フォードや飛行機を用いた 「動く広告」 を企画
するなど、 その手腕は今日まで語り継がれている。 3 明治 43年 (1910) には、 東京の京
橋に支店を開設し、 東京支店内に広告部を設けた。小山内薫は、 早くもこの頃より中山太
陽堂広告部と関わりを持っていたとされている。 4
その後、中山太陽堂は文房具事業や出版業などさまざまに事業を広げ、「洗粉のクラブ」
「白粉の御園」「歯磨のライオン」「クリームのレート」という、「明治化粧品界四大覇者」とし
て並び称されるほどの存在を誇るようになる。 5出版社のプラトン社は約 6年で廃業してし
まうが、化粧品会社の中山太陽堂はその後も発展を続け、今日のクラブコスメチックスに
至る。
演劇との関わりからいえば、 「御園白粉」の伊東胡蝶園（現、パヒ° リオ）
の平尾賛平商店 (1954年廃業）といった他の化粧品会社と同様に関
係が深い。伊東胡蝶園も玄文社という出版社を持ち、プラトン社に先駆けて大正期には『新
中山太陽堂も
や「レートクリーム」
演芸』 という演芸雑誌を発行していたことはよく知られている。
中山太陽堂と演劇の関わりのなかで重要なのが、 タイアップキャンペーンの一種である
「クラブデー」
いる。
の取り組みであろう。 この試みについて、 中野正昭は次のように説明して
クラプデーは自社プランド「クラブ化粧品」 を使って展開した一種の販売促進キャン
ペーンだった。（略） クラブデーの最初は明治四四
「共栄共存」 の関係強化を目指すイベントとして、
（一九ーー）年。販売店や顧客との
開場したばかりの帝国劇場を一日
買い切り東京の販売店を招待したことに始まる。 その後クラブデーは、観劇招待や無
富士山登山など様々なイベントを開催し、化粧品の販売促進という料の映画上映会、
だけでなく、化粧をして外出する余暇の楽しみを共有するためのイベントという側面
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が強くなっていった。 6
つまり、クラブデーとは、クラブの化粧品の購入者を対象に、特定の日程の観劇に招待し
たり観劇料の割引をしたりしたタイアップの試みである。明治末期から大正期における新
聞紙面を見てみると、歌舞伎、新派、新劇、音楽会など、実に多彩なクラブデーの広告を
目にすることができるが、こうして化粧品会社と演劇は顧客もしくは観客の生活のなかに
息づいていたのである。
(2) 出版社、プラトン社の活動
さて、化粧品会社である中山太陽堂が擁した出版社、プラトン社は、大正 11年 (1922)
に雑誌『女性』の創刊とともに誕生した。『女性』は、それ以前より大阪で刊行していた雑
誌『女学生画報』を中山太陽堂が買収・改題し、編集者はそのままにクラブ化粧品の PR
誌として新たに創刊した婦人文芸誌である。 7創刊の翌年に生じた関東大震災の影響から、
東京の作家たちが関西に身を寄せたことで誌面はいっそう充実し、大正 13年 (1924) 1 
月には娯楽雑誌『苦楽』を、そして大正 15年 (1926) 1月には演芸雑誌『演劇・映画』
を創刊するも、昭和 3年 (1928)、折からの円本ブームによる経営悪化に、メインバンク
であった加島銀行の破綻が追い打ちを加えプラトン社の活動は終焉した。
プラトン社は、中山太一社長の実弟で、中山太陽堂の文具事業である「プラトン文具株
式会社」を受け持っていた中山豊三 (1889-1946)が社長を担っていた。早稲田大学政経
学部を卒業した弟の豊三は、実業家としてオ覚を発揮した兄の太ーとは違い、文芸や演芸
に造詣の深いおっとりした文化人気質であったという。 8この、中山豊三による「旦那商売」
という側面が、プラトン社の一時の隆盛の原動力となり、そしてまた 6年という短命に終
わった要因ともなったのであろう。
なお、関東大震災を挟んで活動したプラトン社では、一時、小山内薫のほか、直木三十
五（入社当時は「三十二」）や川口松太郎が編集を担当した。彼らが退き、東京に戻った後
も編集者の人員の入れ替わりを繰り返した。 9
プラトン社という名称については小野高裕が、
意外なことに、「プラトン」の呼称は出版社としてのプラトン社の設立より三年先ん
じて、まず文具品のブランドネームとして採用されていたのである。しかも、最初の
商品がインクであったということは、太ーが「プラトン」の呼称を採用するにあたっ
て、自社に先んじて大正三年から国産インクを発売していた丸善の「アテナ・インキ」
にヒントを得ていた可能性がある。 10
と、推察しているが、「プラトン」という言葉の響きには、今日にも通ずる高尚で甘美な印
象を受ける。
(3) プラトン社の出版物
プラトン社は 6年の間に、いずれも月刊誌の雑誌『女性』、『苦楽』、『演劇・映画』と、
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単行本 26冊を刊行した。それぞれの出版物の概要を下記に記す。なお、各雑誌の「※」
以下は、 2016年 2月現在における冊子体の復刻版の有無を記した。通巻 8冊に終わった
『演劇・映画』は別として、『女性』と『苦楽』に関していえば、復刻版に詳細な解説が付
され、索引が整理された『女性』に比べ、マイクロフィッシュを主に用いなければならな
い『苦楽』の研究は遅れを取っているように感じる。
①雑誌
『女性』
刊行期間：大正 11年 (1922) 5月～昭和 3年 (1928) 5月。通巻 72冊。
キャッチフレーズ：「高級婦人雑誌」「純文芸雑誌」。
※日本図書センターより 1991年~1993年復刻。総目次、解説あり。
『苦楽』（昭和 2年 (1927) 4月より誌名を『クラク』に改める）
刊行期間：大正 13年 (1924) 1月～昭和 3年 (1928) 5月。通巻 53冊。
キャッチフレーズ：「上品で面白い高級家庭娯楽雑誌」。
※復刻なし。
マイクロフィッシュあり。 2004年、早稲田大学医書館編の冊子体の総目次あり。
『演劇・映画』
刊行期間：大正 15年 (1926) 1月~8月。通巻 8冊。
※ゆまに書房より 1989年復刻。総目次、解説あり。
②単行本
■大正 12年 (1923)
菊池寛『貞操』、里見弾『四葉の首稽』
■大正 13年 (1924)
宇野浩二『心つくし』、谷崎潤一郎『無明と愛染』、有島生馬『片方の心』、吉井勇『夜の
心』、泉鏡花『りんどうとなでしこ』、小山内薫『足拍子』、里見弾『雨に咲く花』、水上
滝太郎『勤人』、直木三十三『仇討十種』、ラビンドナー・タゴール著・北吟吉訳『古の
道』（講演集）、菊池寛『陸の人魚』、白井喬二『捕物時代相』、小山内薫『芝居入門』
■大正 14年 (1925)
鈴木泉三郎『鈴木泉三郎戯曲全集』、細田民樹『逆生』、上野陽一『能率学者の旅日記』、
岡本一平『弥次喜多再興』、石巻良夫『欧米及び日本の映画史』
■大正 15年 (1926)
池上正一『モスリンと其取引』
■昭和 2年 (1927)
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里見弾『今年竹』、里見弾『四葉のクローバ』（訂再版）
■昭和 3年 (1928)
山六郎・山名文夫『女性のカット』、鈴木泉三郎『火あぶり』、三上於菟吉『首都』、
2. 小山内薫とプラトン社
(1) 小山内薫と中山太陽堂およびプラトン社の関係
小山内薫と中山太陽堂の関係を遡れば、先述の通り明治末期にはすでに小山内は中山太
陽堂広告部に出入りしていたとされる。彼がどのように知遇を得て、どのように関係した
かは定かではないが、小山内にとって中山太陽堂はいわゆるパトロンの存在であったと思
われる。その証拠に、小山内は明治 45年 (1912) から翌年におけるヨーロッパ外遊の費
用を中山太陽堂が負担したと言われている。しかし、小山内には他にもパトロンがいたた
め、外遊資金の出どころについては諸説あることはすでに山本洋が指摘している。 11
ところが、大正 9年 (1920)に小山内が松竹キネマに入社したことで、いったん中山太
陽堂との関係が切れる。しかし、 2年後の大正 11年 (1922) には松竹を辞め、再度復縁
することとなるのである。そしてこの年にプラトン社ができ、その顧問となるのである。
このころ小山内のもとで原稿集めなどの下働きをしていた藤澤清造によれば、震災前の小
山内はプラトン社の東京支店に週に 1、2度出社する約束であったというが、そののちに
毎日出社することを条件に報酬を増額されたのではないかということである。 12山本が述
べているように、虚実は不明だが永井荷風は小山内が中山太陽堂より「毎月千円内外」と
いう高額の報酬を得ていたと書いている。 13
小山内は月に一度、大阪の本社に出勤する約束になっていたが、関東大震災が起きた大
正 12年 (1923)9月 1日は、偶然にもその大阪出張と重なり、家族で六甲山を訪れてい
たため無事であった。震災で甚大な被害を受けなかった小山内家だが、しばらく大阪の悲
田院にあった中山家の別邸に転居することとなる。そこで腰を据えてプラトン社の編集に
携わりながら、自身も『女性』や『苦楽』に原稿を書いた。その大阪での生活はドイツ留
学を切り上げて帰国した土方与志と大正 13年 (1924) 6月に築地小劇場を創設するまで
続いた。
関東大震災後のプラトン社では、のちに作家として大成した直木三十五と川口松太郎が
編集者として働き、とくに年少の）i口が公私ともに小山内を助けたことはよく知られてい
る。口小山内の帰京後も川口がプラトン社に残っていたためか、川口のいた大正 15年
(1926) 頃まではプラトン社の雑誌に著作を発表し続けている。荷風はまた、帰京に際し
て、「太陽堂とは六百円の手切金を取りて関係を断ちたり」 15と日記に書いているが、その
後も小山内はプラトン社に作品を発表し、築地小劇場のパンフレットや機関誌には中山太
陽堂の製品の広告が掲載されているため、築地小劇場創設後の小山内と中山太陽堂の関係
が切れたとは考え難く、実際のところは定かではない。
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(2) 小山内薫の大阪時代
今日、「関西モダニズム」および「阪神間モダニズム」、そして大正 14年 (1925) の区
画整理後の「大大阪時代」と呼ばれるものは、関東大震災以後を対象に語られることが多
いと思われるが、これまで見てきたように小山内の場合は、偶然にも震災の 1年前より大
阪の出版社に関わり始めていたのである。プラトン社では東京支店が機能していたため、
全般的に大阪に根ざした出版社ではなかったが、ともかく小山内の大阪との関わりについ
ては、これまで十分に考えられてきておらず考察の余地がある。
この小山内の大阪時代について、これまでどのように見られていたかというと、松竹を
退社後の、もっと言えば松竹での映画事業の「挫折」後から築地小劇場設立までの、「絶望」
の日々であったと捉えられてきたと言える。それは、他でもなく小山内自身の次のような
発言が根拠となっている。
私が去年の三月、松竹と手を切った時ーそれは私が日本の営利的劇場の総てに対して
望みを絶つた時でした。（略）大地震が来ました一その時、私は家族を挙げて地方に
ゐました一東京の殆んど総ての劇場は焼け亡びてしまひました。私の心の中で半年前
に亡びてしまつてゐた総ての劇場は目に見える形の上でも亡びてしまったのです。
（略）そして死よりも暗い絶望を抱きながら、黙つて静に毀された東京を見てゐまし
た。 16
これは築地小劇場創設時に小山内が発表した文言であり、経済的にも頼っていた年少の
士方与志に担ぎ出された小山内が、若い同志たちの先頭に立って旗を振らなければならな
い立場にあったことを思えば、それ以前の自身の生活について上記のように書いたことも
あながち否定できない。しかし、「新劇の父」たる小山内の姿を語る際、それを鵜呑みにし
た堀川寛ーまでもが、「大阪での生活は一演劇の実際の仕事に生甲斐を感じてゐた小山内薫
にとつて寂しい生活だった。希望のない休息の生活だった。」口と書くのには首肯しがたい。
なぜならば、小山内が大阪時代に「絶望」の「寂しい」生活どころか、放蕩の日々を送
っていたことは川口松太郎らの回想によって明らかになっているからである。なお、山本
洋は、
雑誌『女性』に、寄せあつめであれ何であれ、これだけ多彩な文士たちの原稿を載せ
ることができたのは、ひとえに文壇・劇壇に顔の広かった小山内の手腕によるといっ
て差しつかえなかろう。（略）小山内薫が太陽堂を去って、昭和三年一二月二五日心臓
麻痺で死亡し、それ以前からあとをついでいた絹集部員 ・JII口松太郎にはまだもうひ
とつ力量がなく（略）、さらに邦枝完二も小山内ほどの編集手腕を発揮することはでき
なかった。 18
と記している。確かにプラトン社の誌面作りにおいて小山内の人脈と顔利きの力は大きい
ものであったと思われるが、実際に編集者として奔走し小山内の公私の世話をしたのは川
口松太郎である。当時の状況がよくわかるものであるため、川口自身の回想を長くなるが
ここで紹介したい。
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地震で大阪へ行って、先生の紹介でプラトン社へ入って、苦楽を編輯しはじめた大正
千二、十三年に於ける先生との交渉が何よりなっかしい思ひ出である。東京にゐた頃
の先生は仕事が多すぎた。（略）大阪の劇場は先生を必要とするほど進歩的ではなかつ
た。鼻大阪は先生から多忙を奪ひ取ってしまった。先生は撮ろなく書斎にゐた。半日は
プラトン社にすごした。訪客も少なかったし、劇場へもあまり出かけなかった。たま
に文楽へ行くぐらゐで、行けば僕は必ずお供だった。（略）放蕩方面も盛んだった。先
生は相当遊び好きだった上に、プラトン社の中山氏がこの道での強者であり直木と云
ふ放蕩児もあり、殆ど連日と云つても好いほどに、お茶屋の暖簾をくぐつてゐた。（略）
酔ふとお得意の「夕暮れ」が出た。先生の「夕暮れ」は大阪の色町では、有名以上に
有名だった。 19
直木三十五の大阪での放蕩生活もよく語られることではあるが、川口の生き生きとした
回想を見れば、演劇においては働く場がなかったかもしれないが、小山内の大阪時代のす
べてが「絶望」の日々であったとは到底考えられない。また、永井荷風も、「主人の弟豊三
の暇間同様の姿にて大坂の色町を飲み歩き、八重梅といふ妓を根引して東京に帰り」 20な
どと書いている。
3. 小山内薫のプラトン社における著作
小山内薫は、プラトン社の雑誌『女性』、『苦楽』、『演劇・映画』に創作、翻訳、評論、
ェッセイなど執筆したほか、短編小説集『足拍子』と評論集『芝居入門』を刊行した。こ
れらの著作を概観すると、通巻 8冊に終わった『演劇・映画』は別として、『女性』には
旺盛に海外の有名無名の作品の翻訳を紹介し、『苦楽』にも「小説」というよりは「読みも
の」と言うべきものを旺盛に発表していたことがわかる。しかも、これらの発表時期を見
てみれば、大正 13年 (1924) 6月の築地小劇場創設後の、東京に戻った以降も実に多く
の著作が掲載されていることがわかるのである。
これらの著作は時代を映すものとしても、大阪時代の前後の、そして築地小劇場創設の
前後の小山内の仕事としても興味深いが、小山内薫研究においてはこれまで注目されてこ
なかったものである。先述のように彼の死後作成された著作年表の類のなかでも漏れてい
るものや、誤って記述されているものもあるため、今回改めて調査し下記にまとめた。調
査には最善を尽くしたが、誤りがあればご指摘を賜りたい。
その際、記事タイトルおよび原作者名は雑誌掲載時のまま記した。とくに、原作者名は
現行の表記と異なる場合があるが、改めずにそのまま記した。また、「懸賞脚本」の類の記
事のなかにも小山内の名が見受けられるが、これらは本稿では除外した。なお、記事の分
量を把握するために、それぞれの頁数を併記した。
以下、『女性』『苦楽』『演劇・映画』それぞれについて、 ■掲載年月「作品名」（ジャン
ル）原作者がいる場合は原作者名、頁数の順で記した。そして最後に、プラトン社より刊
行された単行本を記した。
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(1)『女性』（刊行期間：大正 11年 (1922) 5月～昭和 3年 (1928) 5月） 21 
■ 1922年 6月号
「覚醒（一幕）」（戯曲） 22~36頁
■ 1922年 7月号
「日光」（小説） A79~ 106頁
「小学校の「教育劇」に就いて」（評論） B42~47頁
■ 1922年 8月号
「前兆」（翻訳小説）原作者： Stefan Zerom ski 205~ 208頁
■ 1922年 9月号
「小話三篇」（翻訳小説、「慈恵院の子供達」「パイプ」・「二人の偉大なる女優」）
原作者： Francis Jammes 206~212頁
■ 1922年 10月号
「緑衣の婦人」（翻訳小説）原作者： Georges Duhamel 196~ 201頁
■ 1922年 11月号
「織匠の家（一幕）」（翻訳戯曲）原作者： Edward Knoblauch 114~ 129頁
■ 1922年 12月号
「不貞」（翻訳小説）原作者： Michail Kusmin 106~ 111頁
■ 1923年 1月号
「真珠の頸飾」（翻訳小説）原作者： NikolaiLjesskof 261~274頁
■ 1923年 2月号
「真珠の頸飾」（翻訳小説）原作者： Nikolai Ljesskof 134~ 143頁22
■ 1923年 3月号
「外出」（翻訳小説）原作者： Lucien Descaves 148~ 152頁
■ 1923年 4月号
「舞台へ帰ったエレオノラ・ヅウゼ」（エッセイ） 248~252頁
「レンヒエン・デムウト」（翻訳小説）原作者： StefanGrossma~11. 312~315頁
■ 1923年 5月号
「マイントニの婚礼」（翻訳小説）原作者： Kasimir Edschmid 17 4~ 182頁
■ 1923年 6月号
「マイントニの婚礼（承前）」（翻訳小説）原作者： Kasimir Edschmid 178~ 185頁
■ 1923年 7月号
「許嫁（一幕）」（戯曲） 2~ 15頁
■ 1923年 10月号
「道聴途説」（エッセイ） 85~89頁
■ 1923年 11月号
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「緑の水瓶」（翻訳小説）原作者：ヘンリック・シェンキイヰッチ 204~ 211頁
■ 1924年 1月号
「ダイアモンド伝説」（エッセイ） 264~ 269頁
■ 1924年 2月号
「復讐」（翻訳小説）原作者： Valery Brussof 46~ 58頁
「民衆芸術と志ての活動写真批判会速記録」（座談会、司会） 124~ 153頁
■ 1924年 3月号
「衣兜」（翻訳小説）原作者： Leon Frapie 168~ 173頁
■ 1924年 4月号
「休みの日」（翻訳戯曲）原作者： Emile Mazaud 256~ 277頁
「「大川端」時代」（エッセイ） 335~ 340頁
■ 1924年 5月号
「休みの日（承前）」（翻訳戯曲）原作者： Emile Mazaud 114~ 133頁
■ 1924年 6月号
「吸血鬼」（翻訳小説）原作者： JanNaruda 2~6頁
「床屋で」（翻訳小説）原作者： Anton Tchehov 86~89頁
「避暑地で」（翻訳小説）原作者： Anton Tchehov 130~ 131頁
■ 1924年 7月号
「写真師と哲学者」（翻訳小説）原作者： Strindberg 120~ 123頁
■ 1924年 8月号
「自由なファンシイ」（翻訳小説）原作者： StanleyHoughton 46~64頁
■ 1924年 9月号
「大判半裁紙」（翻訳戯曲）原作者： Strindberg 218~ 221頁
■ 1924年 11月号
「隣人の愛」（翻訳小説）原作者： Andreyey 64~ 93頁
■ 1924年 12月号
「時計」（翻訳戯曲）原作者： Pio Baroja 204~ 205頁
■ 1925年 2月号
「レコオド道楽」（エッセイ） 135~ 136頁
■ 1925年 11月号
「ペテロの栂」（翻訳小説）原作者： Selma Lagerlof 80~ 87頁
(2)『苦楽』（刊行期間：大正 13年 (1924) 1月～昭和 3年 (1928) 5月） 23 
■ 1924年 1月号（創刊号）
「夢の浮橋」（小説） 4~ 13頁
■ 1924年 2月号
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「劇場茶話 サラア・ベルナアルの最後」（エッセイ） 216~217頁
「白編子の帯ー夢の浮橋のニー」（小説） 320~334頁
■ 1924年 3月号
「香織の心中一夢の浮橋の三ー」（小説） 6~ 17頁
「劇場茶話」（エッセイ） 280~281頁
■ 1924年 4月号
「都の色里ー夢の浮橋四ー」（小説） 392~ 398頁
「手紙風呂」（小説）特別附録『近代情話選集』 19~36頁
■ 1924年 5月号
「紙子一貫一夢の浮橋の五ー」（小説） 212~229頁
■ 1924年 6月号
「澤村宗之助君を憶ふ」（エッセイ） 276~ 282頁
「堀江の水ー夢の浮橋の六ー」（小説） 310~319頁
■ 1924年 7月号
「映画物語 塵境」（映画紹介） 249~256頁 24
「六つの袂ー終編夢の浮橋一」（小説） 280~ 292頁
「小秀」（小説）特別附録『第二近代情話選集』 45~79頁
■ 1924年 8月号
「高津の晩景」（小説） 312~319頁
■ 1924年 9月号
「白小屋実説」（小説） 18~39頁
■ 1924年 10月号
「白小屋実説」（小説） 34~56頁25
「浜町河岸」（エッセイ） 296~ 297頁
■ 1924年 11月号
「白小屋実説（三）」（小説） 294~ 316頁
■ 1924年 12月号
「白小屋実説（終篇）」（小説） 134~ 156頁
■ 1925年 1月号
「仲蔵自叙伝」（小説） 422~443頁
■ 1925年 2月号
「仲蔵自叙伝」（小説） 60~65頁 26
■ 1926年 8月号
「師直異録 高武蔵守」（小説）・17~25頁
■ 1926年 9月号
「復讐奇聞 住吉町の敵討」（小説） 40~54頁
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■ 1926年 10月号
「住吉町の敵討」（小説） 351~364頁27
■ 1927年 4月号
「維新秘録 伊藤博文」（小説） 20~31頁
■ 1927年 7月号
「珍客ーラヂオ・コメヂイー一」（ラジオ劇台本） 22~33頁
(3)『演劇・映画』（刊行期間：大正 15年 (1926) 1月~8月） 28 
■ 1926年 1月号（創刊号）
「築地小劇場一九二五ー一九二六」（エッセイ） 2~3頁
「秋の火」（翻訳戯曲）原作者： Gustav Wied 85~ 117頁
■ 1926年 2月号
「世界演劇協会ーフィルマン・ジエミェの計画ー」（エッセイ） 2~4頁
■ 1926年 3月号
「「タンタジイルの死Jの追節」（エッセイ） 5~7頁
「戯曲「オスカ・ワイルド」」（エッセイ） 10~ 11頁
■ 1926年 4月号
「諸画一束」（エッセイ） 2~4頁
■ 1926年 5月号
「作者と演出者との問題」（評論） 18~21頁
「賊」（戯曲） 103~111頁
■ 1926年 6月号
「仮面劇の試み」（評論） 2~4頁
■ 1926年 7月号
「舞台監督と映画監督と」（エッセイ） 2~3頁
「「日輪」を讃める」（評論） 77--:--78頁
(4) 単行本
■ 1924年
8月発行 『足拍子』（短編小説集） 212頁
12月発行 『芝居入門』（評論集） 213頁
おわりに ー今後の課題一
本稿は、小山内薫とプラトン社について研究するための現段階の調査報告として、はじ
めに中山太陽堂とプラトン社の事業について確認した後で、小山内との関係について、関
東大震災後の彼の大阪時代も併せて述べた。そして最後に、小山内がプラトン社の雑誌『女
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性』、『苦楽』、『演劇・映画』に発表した記事を一覧にした。これらの記事は、小山内薫研
究の中ではほとんど顧みられてこなかったものであるが、上述の通りその内容や分量から
いって看過できるものではない。今後は、小山内をプラトン社の顧問どしてのみならず、
プラトン社の誌面を彩ってきた作家のひとりとしての姿を検証する必要があるだろう。
小山内薫とプラトン社に関して今後考察すべき問題は山積しているが、現時点で考え得
る課題を以下に述べる。
まず、パトロンとしての中山太陽堂と、庇護をされる側の小山内薫の関係について調査
を進めることである。中山太陽堂およびプラトン社と小山内の関係については、藤澤清造
が「幾憶万の金にも替へがたい貴重な時間を、毎日プラトン社のはうへ振りむけたりした
のなども、一にそれは、金のなかった点から発してゐるのだ」 29と述べているように、金
銭的な結びつきを抜きに論じることはできない。小山内自身による金銭の授受に関する表
立った記述を見つけることは難しいが、彼が記した自伝的小説などを手掛かりにすること
で調査を進めることができると思われる。
次に、個別の雑誌についてであるが、まず『女性』に関して特徴的なのは、当初の数号
を除いて掲載記事のほとんどが外国作家の小説や戯曲の翻訳であることである。なかには
ストリンドベリやチェーホフの作品もあるが、その多くは現在ではあまり顧みられること
のないヨーロッパの作家の紹介である。小山内はなぜ、婦人雑誌である『女性』にこのよ
うな翻訳の紹介を行ったのだろうか。個別の作品の内容を精査しながら、その読者層も含
めた調査をしなければならない。
いっぽう、『苦楽』は『女性』以上に小山内薫研究においては閑却されてきたものであ
る。今回、『苦楽』の掲載作品を調査してみて、まずその分量の多さに驚いた。プラトン社
の挿絵画家たちによって彩られたそれらの小説の放つ「モダン」な印象から、通俗的な読
みものとして掃き捨てるにはあまりにも惜しいと思わせられる。小説の内容も、翻訳を紹
介し続けた『女性』と対照的に、そのほとんどは日本、しかも徳川の時代を舞台としたも
のである。いくら「お金のため」とはいえ、これだけの分量を小山内に執筆させたものは
何だったのだろうか。しかも、その作品は昭和に入ると高師直や伊藤博文といった偉人伝
へと移行するのだ。これらの小説は、小山内が最晩年に取り組んだ偉人劇とともに考察し
たし‘。
最後に『演劇・映画』は、通巻 8冊と短命に終わったものの、川口松太郎の編集による
その誌面は『女性』とも『苦楽』とも異なり、演芸雑誌としての記事の充実は当時の他の
演芸雑誌に引けを取らないものである。とくに、その誌名の如く、今日では個別に考えら
れがちな演劇と映画を、ゴシップ記事も含めて雑多に取り込んでいるところが魅力的であ
る。小山内も映画に関する論考を発表しているが、たとえば創刊号の大正 15年 (1926) 1 
月号では古川緑波が「映画界大正十四年」という論評を寄稿していたりもする。執筆陣は
作家に留まらず、二代目市川左団次や十三代目守田勘弥、沢田正二郎、畑中蓼披といった
新 1日の俳優や、島津保次郎、伊藤大輔といった映画界の裏方まで実に多彩である。このよ
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うな顔触れの中で、小山内の姿とプラトン社のあり方を再考することもできるだろう。
以上のことを当面の課題とし、今後も調査を続けていきたい。
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